
(57)【要約】
【課題】動物が排泄した排泄物を速やかに吸収し、使用後に洗浄，乾燥することにより再
使用可能な動物飼育用キューブを提供する。
【解決手段】高融点繊維８５重量％以下と、熱融着性繊維５重量％～７０重量％、及び親
水性繊維１０重量％～９０重量％の混繊からなる繊維層をニードル加工し、ポットエアー
スルー法による熱風処理し、繊維層中の熱融着性繊維を溶融し、構成繊維を互いに接着し
て垂直剥離強力が１．２Ｎ／ｃｍ２ 以上であるフェルト状不織布を作成し、これをサイコ
ロ状，円柱，直方など、所要形状に裁断して動物飼育用キューブとする。
【選択図】　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
高 融 点 繊 維 と 熱 融 着 性 繊 維 及 び 親 水 性 繊 維 と か ら な り 、 垂 直 剥 離 強 力 が １ ． ２ Ｎ ／ ｃ ｍ ２

以 上 で あ る フ ェ ル ト 状 不 織 布 を 所 要 形 状 に 裁 断 加 工 し 形 成 し て な る こ と を 特 徴 と す る 動 物
飼 育 用 キ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
高 融 点 繊 維 と 熱 融 着 性 繊 維 及 び 親 水 性 繊 維 か ら な る 動 物 飼 育 チ ッ プ の 構 成 比 率 が 高 融 点 繊
維 は ８ ５ 重 量 ％ 以 下 で 、 親 水 性 繊 維 は １ ０ 重 量 ％ ～ ９ ０ 重 量 ％ 、 熱 融 着 性 繊 維 は ５ 重 量 ％
～ ７ ０ 重 量 ％ で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 動 物 飼 育 用 キ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ３ 】
高 融 点 繊 維 が ポ リ エ ス テ ル ， ナ イ ロ ン ， ポ リ プ ロ ピ レ ン ， ポ リ エ チ レ ン か ら な る 繊 維 よ り
選 ば れ た 何 れ か １ 又 は ２ 以 上 の 繊 維 で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 動 物 飼 育 用 キ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ４ 】
熱 融 着 性 繊 維 が 同 種 あ る い は 異 種 の 高 融 点 繊 維 成 分 と 低 融 点 繊 維 成 分 か ら な る サ イ ド バ イ
サ イ ド あ る い は 芯 鞘 の 構 造 を 有 す る 複 合 繊 維 で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 動 物 飼 育 用 キ
ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ５ 】
親 水 性 繊 維 が 綿 繊 維 や 羊 毛 ， レ イ ヨ ン 繊 維 ， ア ク リ ル 繊 維 か ら 選 ば れ た 何 れ か １ 又 は ２ 以
上 の 繊 維 で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 動 物 飼 育 用 キ ュ ー ブ 。
【 請 求 項 ６ 】
高 融 点 繊 維 と 熱 融 着 性 繊 維 及 び 親 水 性 繊 維 の 混 繊 か ら な る 繊 維 層 に ニ ー ド ル 加 工 を 施 し た
後 、 該 繊 維 層 を ホ ッ ト エ ア ー ス ル ー 法 に よ る 熱 風 処 理 し 、 繊 維 層 中 の 熱 融 着 性 繊 維 に よ り
高 融 点 繊 維 と 親 水 性 繊 維 を 互 い に 接 着 し て フ ェ ル ト 状 不 織 布 を 得 、 そ の 後 に 該 不 織 布 を 所
要 形 状 に 裁 断 す る こ と を 特 徴 と す る 動 物 飼 育 用 キ ュ ー ブ の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は ペ ッ ト 、 あ る い は 医 療 機 関 等 の 研 究 に 使 用 さ れ て い る ラ ッ ト や ウ サ ギ の 飼 育 時 の
排 泄 物 を 吸 収 す る 飼 育 用 キ ュ ー ブ に 関 す る 。
更 に 詳 し く は 、 動 物 が 排 泄 し た 排 泄 物 を 速 や か に 吸 収 す る と 共 に 、 使 用 後 に 洗 浄 ， 乾 燥 に
よ り 再 使 用 可 能 な 飼 育 用 キ ュ ー ブ に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ペ ッ ト 飼 育 時 の 排 泄 物 処 理 は 日 常 、 経 験 し て い る が 、 特 に 医 療 関 係 の 研 究 に 使 用 さ れ て い
る ラ ッ ト や ウ サ ギ 等 の 飼 育 時 の 排 泄 物 は 近 時 、 年 々 膨 大 な 量 に な っ て お り 、 そ の 処 理 が 心
配 さ れ て い る 。
現 在 上 記 動 物 飼 育 時 の 排 泄 物 処 理 に 使 用 さ れ て い る 素 材 は 鉋 屑 や 、 お が 屑 等 が 主 流 で あ り
、 砂 等 も 用 い ら れ て い る が 、 こ れ ら は 使 用 後 廃 棄 す る 外 は な く 、 排 泄 物 量 の 増 加 と 共 に 、
こ の 処 理 が 大 変 に な っ て 来 て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
そ こ で 、 本 発 明 者 は 上 述 の 実 状 に 鑑 み 、 そ の 打 開 を 図 る べ く 、 ラ ッ ト 等 に 使 用 し て い る 飼
育 鉋 屑 の 代 替 に つ い て 不 織 布 の 利 用 を 検 討 し 、 要 求 さ れ る 性 能 に つ い て 考 究 し た 。
そ の 結 果 、 層 間 剥 離 な く 、 形 態 保 持 が 可 能 で あ る こ と 、 水 切 り 性 が 良 好 で あ る こ と 、 １ ０
０ ℃ の 蒸 気 に 耐 え 、 複 数 回 の 洗 浄 が 可 能 で あ る こ と 、 動 物 が 食 べ て も 安 全 で あ る こ と 、 洗
浄 後 の 乾 燥 が 簡 単 で あ る こ と 等 、 種 々 の 性 能 を 見 出 す に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 上 述 の 如 き 検 討 の 結 果 、 、 特 に ラ ッ ト 等 に 使 用 さ れ て い る 飼 育 用 鉋 屑 等 の 代 替 品
と し て 使 用 可 能 な 不 織 布 素 材 を 見 出 す こ と に よ り 、 排 泄 物 吸 収 の 効 率 を 高 め る と 共 に 、 使
用 後 に 洗 浄 ， 乾 燥 に よ り 再 使 用 を 可 能 と し て 処 理 を 簡 易 化 し 、 経 済 性 を 向 上 す る フ ェ ル ト
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状 不 織 布 製 キ ュ ー ブ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
即 ち 、 上 記 目 的 に 適 合 す る 本 発 明 の 特 徴 は 、 先 ず 、 第 １ に 高 融 点 繊 維 と 、 熱 融 着 性 繊 維 及
び 親 水 性 繊 維 か ら な る フ ェ ル ト 状 不 織 布 で あ っ て 、 そ の 垂 直 剥 離 強 力 が 少 な く と も １ ． ２
Ｎ ／ ｃ ｍ ２ 以 上 で あ る 該 不 織 布 を 所 要 形 状 に 裁 断 加 工 し て 動 物 飼 育 用 キ ュ ー ブ と な し た 点
に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ こ で 、 上 記 高 融 点 繊 維 と 熱 融 着 性 繊 維 及 び 親 水 性 繊 維 の 各 構 成 比 率 は 、 高 融 点 繊 維 は ８
５ 重 量 ％ 以 下 で 、 熱 融 着 性 繊 維 は ５ ～ ７ ０ 重 量 ％ 、 親 水 性 繊 維 は １ ０ ～ ９ ０ 重 量 ％ の 範 囲
で あ る こ と が 好 ま し く 、 上 記 範 囲 に お い て 適 宜 、 選 択 構 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
高 融 点 繊 維 は 一 般 に ナ イ ロ ン ， ポ リ エ ス テ ル ， ポ リ プ ロ ピ レ ン ， ポ リ エ チ レ ン で 知 ら れ る
繊 維 群 か ら 選 ば れ た １ 又 は ２ 以 上 の 繊 維 が 用 い ら れ 、 熱 融 着 性 繊 維 は 同 種 ま た は 異 種 の 高
融 点 繊 維 成 分 と 低 融 点 繊 維 成 分 か ら な る サ イ ド バ イ サ イ ド あ る い は 芯 鞘 構 造 を 有 す る 複 合
繊 維 が 用 い ら れ る 。
ま た 、 親 水 性 繊 維 と し て は 綿 繊 維 の 外 、 羊 毛 ， レ イ ヨ ン 繊 維 ， ア ク リ ル 繊 維 か ら 選 ば れ た
１ 又 は ２ 以 上 の 繊 維 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ し て 、 本 発 明 は 上 記 動 物 飼 育 用 キ ュ ー ブ の 製 造 方 法 も 他 の 特 徴 で あ り 、 高 融 点 繊 維 と 熱
融 着 性 繊 維 及 び 親 水 性 繊 維 の 混 繊 か ら な る 繊 維 層 に ニ ー ド ル 加 工 を 施 し た 後 、 該 繊 維 層 を
ホ ッ ト エ ア ー ス ル ー 法 に よ る 熱 風 処 理 し 、 繊 維 層 中 の 熱 融 着 性 繊 維 を 溶 融 し 、 高 融 点 繊 維
と 親 水 性 繊 維 に 互 い に 接 着 し て フ ェ ル ト 状 不 織 布 を 得 、 そ の 後 に 該 不 織 布 を サ イ コ ロ 状 な
ど 、 所 要 形 状 に 裁 断 す る 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 更 に 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 態 様 に つ い て 詳 述 す る 。
本 発 明 キ ュ ー ブ は 上 記 の よ う に 高 融 点 繊 維 と 熱 融 着 性 繊 維 及 び 親 水 性 繊 維 の 混 繊 か ら な る
繊 維 層 に よ る フ ェ ル ト 状 不 織 布 を 素 材 と し て 構 成 さ れ る も の で あ る 。
こ の 場 合 、 繊 維 層 形 成 に お け る 各 繊 維 の 構 成 比 率 は 高 融 点 繊 維 が ８ ５ 重 量 ％ 以 下 、 熱 融 着
性 繊 維 が ５ ～ ７ ０ 重 量 ％ ， 親 水 性 繊 維 が １ ０ ～ ９ ０ 重 量 ％ の 各 範 囲 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
使 用 さ れ る 高 融 点 繊 維 と し て は ナ イ ロ ン ， ポ リ エ ス テ ル ， ポ リ プ ロ ピ レ ン ， ポ リ エ チ レ ン
か ら 選 ば れ た １ 種 又 は ２ 種 以 上 の 繊 維 で あ り 、 コ ス ト 面 よ り 性 能 の 許 す 限 り 増 量 材 と し て
使 用 す る こ と が 好 ま し く 、 ８ ５ 重 量 ％ を 上 限 と し て 可 及 的 多 く 平 均 的 に ５ ０ 重 量 ％ 程 度 使
用 す る こ と が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
熱 融 着 性 繊 維 は 同 種 あ る い は 異 種 の 高 融 点 繊 維 成 分 と 低 融 点 繊 維 成 分 か ら な る サ イ ド バ イ
サ イ ド あ る い は 芯 鞘 構 造 の 何 れ か の 複 合 繊 維 で あ り 、 例 え ば 、 鞘 成 分 が ナ イ ロ ン 又 は 低 融
点 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 、 芯 成 分 が ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 あ る い は ナ イ ロ ン ６ ６ 樹 脂 か ら な る も の
が 一 般 的 で あ り 、 な か で も 鞘 成 分 が 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 、 芯 成 分 が ポ リ エ ス テ ル 樹 脂
か ら な る も の が 実 用 的 で あ る 。
こ の 場 合 、 熱 融 着 す る 鞘 成 分 の ナ イ ロ ン 又 は 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 は 芯 成 分 に 比 し 、 低
融 点 で １ １ ０ ℃ ～ ２ ２ ０ ℃ 程 度 で あ り 、 特 に 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 は １ １ ０ ℃ 程 度 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 熱 融 着 性 成 分 を 含 む 熱 融 着 性 繊 維 は ５ 重 量 ％ 以 下 で は 繊 維 層 に お け る 繊 維 間 の 交 絡 状
態 が ニ ー ド ル パ ン チ だ け で は 不 十 分 で あ り 、 通 常 、 ７ ０ 重 量 ％ 以 下 、 特 に １ ０ ～ ３ ０ 重 量
％ の 混 入 が 好 適 で あ る 。
７ ０ 重 量 ％ を 超 え る と 不 織 布 が 固 く な り 、 ま た 厚 さ の 調 整 が し に く く な る の で 好 ま し く な
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い 。
親 水 性 繊 維 は 、 親 水 性 を 有 す る 繊 維 で あ れ ば よ い が 、 通 常 、 綿 繊 維 ， 羊 毛 繊 維 ， レ イ ヨ ン
繊 維 ， ア ク リ ル 繊 維 が 使 用 さ れ 、 こ れ ら は １ 種 に 限 ら ず ２ 種 以 上 を 混 合 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
配 合 に あ た っ て は １ ０ ～ ９ ０ 重 量 ％ の 範 囲 が 適 用 さ れ 、 好 ま し く は １ ０ ～ ３ ０ 重 量 ％ で 、
１ ０ 重 量 ％ 以 下 で は 繊 維 層 の 吸 水 速 度 が 低 下 し 、 何 時 ま で も じ と じ と し て 濡 れ の 十 分 な 効
果 を 得 る こ と が で き な い 。
ま た 、 １ ０ ０ 重 量 ％ の 適 用 も 可 能 で あ る が 、 繊 維 層 に お け る 繊 維 間 交 絡 が ニ ー ド ル パ ン チ
だ け で は 不 十 分 と な り 、 少 な く と も ５ 重 量 ％ 以 上 の 熱 融 着 性 繊 維 が 必 要 と な る 。
従 っ て 、 以 上 の よ う な 観 点 か ら 本 発 明 の 繊 維 層 は 前 述 し た 構 成 比 率 に よ る 繊 維 層 が 好 適 な
繊 維 層 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 繊 維 層 形 成 に 用 い ら れ る 繊 維 の 繊 度 な ら び に 繊 維 層 の 目 付 ， 密 度 は 特 に 規 制 さ れ る も
の で は な い が 、 傾 向 と し て は 以 下 の 範 囲 が 使 用 さ れ る 。
即 ち 、 繊 維 繊 度 と し て は 特 に 限 定 せ ず 、 一 般 的 に 使 用 さ れ る 繊 度 範 囲 で よ い が 、 好 適 な 範
囲 と し て は １ ｄ Ｔ ｅ ｘ ～ ３ ０ ｄ Ｔ ｅ ｘ 、 望 ま し く は ３ ～ １ ５ ｄ Ｔ ｅ ｘ で あ る 。
１ ｄ Ｔ ｅ ｘ 以 下 で は キ ュ ー ブ 自 身 が 柔 ら か 過 ぎ 、 厚 さ が 得 に く い 。 ３ ０ ｄ Ｔ ｅ ｘ 以 上 で は
繊 維 が 固 く 肌 触 り が よ く な い の で 好 ま し く な い 。
ま た 、 繊 維 層 目 付 と し て は ３ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２ が 好 適 で あ り 、 ３ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２ 以 下
で は 密 度 に 関 係 し 、 動 物 の 荷 重 に よ る 変 形 が 大 き く な る 限 界 で 、 動 物 の 手 足 に 繊 維 が 絡 ま
り 易 く な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
一 方 、 ２ ０ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２ 以 上 で は 形 成 し た キ ュ ー ブ の 中 央 部 分 の 接 着 が 難 し く 、 十 分 に 接
着 す る こ と が で き な い 恐 れ が あ る 。
更 に 、 密 度 に つ い て は 見 掛 け 密 度 ２ ５ ｍ ｇ ／ ｃ ｃ ～ １ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｃ ｃ の 範 囲 が 好 ま し く 、
２ ５ ｍ ｇ ／ ｃ ｃ 以 下 で は 動 物 の 荷 重 に よ る 変 形 が 大 き く 限 界 で 、 ま た 動 物 の 手 足 に 絡 ま り
易 く な る 。
一 方 、 １ ０ ０ ｍ ｇ ／ ｃ ｃ 以 上 で は 繊 維 層 が 固 く な り 、 肌 触 り に 難 を 生 じ 易 く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 前 記 高 融 点 繊 維 と 熱 融 着 性 繊 維 及 び 親 水 性 繊 維 の 混 繊 か ら な る 繊 維 層 は 、 こ れ に ニ ー
ド ル 加 工 を 施 し て 繊 維 間 を 交 絡 し 、 一 体 化 す る と 共 に 、 ホ ッ ト エ ア ー ス ル ー 法 に よ る 熱 風
処 理 を 行 っ て 繊 維 層 中 の 熱 融 着 性 繊 維 を 溶 融 し 、 高 融 点 繊 維 と 親 水 性 繊 維 に 互 い に 接 着 さ
せ て 均 一 な フ ェ ル ト 状 不 織 布 シ ー ト と し 、 こ の シ ー ト 状 不 織 布 を サ イ コ ロ 状 ， 円 柱 ， 直 方
形 状 な ど 、 所 要 形 状 に 裁 断 し て 本 発 明 に お け る キ ュ ー ブ と し て 使 用 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ニ ー ド ル 加 工 は 既 知 の 手 段 に 従 っ て 、 例 え ば 表 面 側 に 針 深 さ ５ ｍ ｍ ， 打 ち 込 み 本 数 １ ０ ０
本 ／ ｃ ｍ ２ ， 裏 面 側 に 同 様 に 針 深 さ ５ ｍ ｍ ， 打 ち 込 み 本 数 １ ０ ０ 本 ／ ｃ ｍ ２ で ニ ー ド ル パ
ン チ 処 理 さ れ る が 、 繊 維 層 の 構 成 目 付 等 に 応 じ て 適 宜 、 選 択 し 変 動 す る こ と は 勿 論 で あ る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 ホ ッ ト エ ア ー ス ル ー 方 式 に よ る 熱 処 理 は 、 ニ ー ド ル パ ン チ 処 理 後 の 繊 維 層 に 対 し 均
一 に 加 熱 処 理 す る 上 に 有 効 で あ り 、 通 常 、 １ ６ ０ ℃ 前 後 、 処 理 速 度 ２ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ で 、 １ ８
０ 秒 間 程 度 の 処 理 が 施 さ れ る 。 勿 論 、 こ の 熱 処 理 も 、 温 度 ， 処 理 速 度 ， 処 理 時 間 共 に 前 記
に 必 ら ず し も 拘 束 さ れ る も の で は な く 、 適 宜 、 変 更 可 能 で あ る こ と は 云 う ま で も な い 。
そ し て 得 ら れ た フ ェ ル ト 状 不 織 布 は 、 例 え ば ２ ５ ｍ ｍ 角 程 度 の 大 き さ の サ イ コ ロ 状 な ど 所
要 形 状 に 裁 断 し て キ ュ ー ブ に 作 成 す る 。
勿 論 、 ２ ５ ｍ ｍ 角 に 限 ら ず 、 使 用 目 的 ， 使 用 場 所 に 応 じ て 適 宜 決 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 本 発 明 フ ェ ル ト 状 不 織 布 は 層 間 剥 離 を 嫌 う た め 垂 直 剥 離 強 力 が １ ． ２ Ｎ ／ ｃ ｍ ２ 以
上 で あ る こ と が 必 要 で あ る 。 垂 直 剥 離 強 力 は 繊 維 間 同 志 の 接 着 の 程 度 を 知 る こ と が で き 、

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-242549 A 2004.9.2



洗 濯 時 の 試 料 の 毛 羽 立 ち 、 即 ち 、 繊 維 層 間 の 剥 離 度 合 い と 対 応 す る 。
垂 直 剥 離 強 力 が １ ． ２ Ｎ ／ ｃ ｍ ２ 以 下 で は 規 定 の 条 件 で 洗 濯 し た 場 合 に 何 回 洗 濯 で き る か
に 対 し て １ 回 で 剥 離 が 生 じ て し ま い 、 製 品 と し て は 不 合 格 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 更 に 本 発 明 の 実 施 例 な ら び に 比 較 例 を 掲 げ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
実 施 例 １
繊 度 ７ ． ８ デ シ テ ッ ク ス （ ｄ Ｔ ｅ ｘ ） 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の ポ リ エ ス テ ル 繊 維 （ 融 点 ： ２ ６
０ ℃ ） ５ ０ 重 量 ％ 、 繊 度 ７ ． ８ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の レ イ ヨ ン 繊 維 ３ ０ 重 量 ％
と 、 繊 度 ４ ． ４ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の ポ リ エ ス テ ル ／ 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル 複 合
繊 維 （ 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル の 融 点 ： １ １ ０ ℃ ） ２ ０ 重 量 ％ を 均 一 に 混 合 し 、 次 い で 、 カ ー
デ ィ ン グ し て 目 付 １ ４ １ ２ ｇ ／ ｍ ２ の 繊 維 層 と し 、 引 き 続 き 、 表 面 側 に 針 深 さ ５ ｍ ｍ 、 打
ち 込 み 本 数 １ ０ ０ 本 ／ ｃ ｍ ２ 、 裏 面 側 に 同 様 に 針 深 さ ５ ｍ ｍ 、 打 ち 込 み 本 数 １ ０ ０ 本 ／ ｃ
ｍ ２ の ニ ー ド ル パ ン チ 処 理 を 施 し 、 次 い で 熱 処 理 機 （ ホ ッ ト エ ア ー ス ル ー 方 式 ） で １ ６ ０
℃ 、 処 理 速 度 ２ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ で １ ８ ０ 秒 間 処 理 し て フ ェ ル ト 状 不 織 布 を 得 た 。 次 い で 、 該 不
織 布 を ２ ５ ｍ ｍ 角 に 裁 断 し て 本 発 明 の 動 物 飼 育 用 キ ュ ー ブ 製 品 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
実 施 例 ２
繊 度 ７ ． ８ デ シ テ ッ ク ス （ ｄ Ｔ ｅ ｘ ） 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の ポ リ エ ス テ ル 繊 維 （ 融 点 ： ２ ６
０ ℃ ） ５ ０ 重 量 ％ 、 繊 度 ７ ． ８ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の レ イ ヨ ン 繊 維 ３ ０ 重 量 ％
と 、 繊 度 ４ ． ４ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の ポ リ エ ス テ ル ／ 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル 複 合
繊 維 （ 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル の 融 点 ： １ １ ０ ℃ ） ２ ０ 重 量 ％ を 均 一 に 混 合 し 、 次 い で 、 カ ー
デ ィ ン グ し て 目 付 ６ ７ ９ ｇ ／ ｍ ２ の 繊 維 層 と し 、 引 き 続 き 、 表 面 側 に 針 深 さ ５ ｍ ｍ 、 打 ち
込 み 本 数 １ ０ ０ 本 ／ ｃ ｍ ２ 、 裏 面 側 に 同 様 に 針 深 さ ５ ｍ ｍ 、 打 ち 込 み 本 数 １ ０ ０ 本 ／ ｃ ｍ
２ の ニ ー ド ル パ ン チ 処 理 を 施 し 、 次 い で 熱 処 理 機 （ ホ ッ ト エ ア ー ス ル ー 方 式 ） で １ ６ ０ ℃
、 処 理 速 度 ２ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ で １ ８ ０ 秒 間 処 理 し て フ ェ ル ト 状 不 織 布 を 得 た 。 次 い で 、 該 不 織
布 を ２ ５ ｍ ｍ 角 に 裁 断 し て 本 発 明 の 動 物 飼 育 用 キ ュ ー ブ 製 品 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
実 施 例 ３
繊 度 ７ ． ８ デ シ テ ッ ク ス （ ｄ Ｔ ｅ ｘ ） 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の ポ リ エ ス テ ル 繊 維 （ 融 点 ： ２ ６
０ ℃ ） ７ ０ 重 量 ％ 、 繊 度 ７ ． ８ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の レ イ ヨ ン 繊 維 １ ０ 重 量 ％
と 、 繊 度 ４ ． ４ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の ポ リ エ ス テ ル ／ 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル 複 合
繊 維 （ 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル の 融 点 ： １ １ ０ ℃ ） ２ ０ 重 量 ％ を 均 一 に 混 合 し 、 次 い で 、 カ ー
デ ィ ン グ し て 目 付 ７ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２ の 繊 維 層 と し 、 引 き 続 き 、 表 面 側 に 針 深 さ ５ ｍ ｍ 、 打 ち
込 み 本 数 １ ０ ０ 本 ／ ｃ ｍ ２ 、 裏 面 側 に 同 様 に 針 深 さ ５ ｍ ｍ 、 打 ち 込 み 本 数 １ ０ ０ 本 ／ ｃ ｍ
２ の ニ ー ド ル パ ン チ 処 理 を 施 し 、 次 い で 熱 処 理 機 （ ホ ッ ト エ ア ー ス ル ー 方 式 ） で １ ６ ０ ℃
、 処 理 速 度 ２ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ で １ ８ ０ 秒 間 処 理 し て フ ェ ル ト 状 不 織 布 を 得 た 。 次 い で 、 該 不 織
布 を ２ ５ ｍ ｍ 角 に 裁 断 し て 本 発 明 の 動 物 飼 育 用 キ ュ ー ブ 製 品 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
実 施 例 ４
繊 度 ３ ． ３ デ シ テ ッ ク ス （ ｄ Ｔ ｅ ｘ ） 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の ポ リ エ ス テ ル 繊 維 （ 融 点 ： ２ ６
０ ℃ ） ５ ０ 重 量 ％ 、 繊 度 ３ ． ３ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の レ イ ヨ ン 繊 維 ３ ０ 重 量 ％
と 、 繊 度 ４ ． ４ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の ポ リ エ ス テ ル ／ 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル 複 合
繊 維 （ 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル の 融 点 ： １ １ ０ ℃ ） ２ ０ 重 量 ％ を 均 一 に 混 合 し 、 次 い で 、 カ ー
デ ィ ン グ し て 目 付 ７ ２ ７ ｇ ／ ｍ ２ の 繊 維 層 と し 、 引 き 続 き 、 表 面 側 に 針 深 さ ５ ｍ ｍ 、 打 ち
込 み 本 数 １ ０ ０ 本 ／ ｃ ｍ ２ 、 裏 面 側 に 同 様 に 針 深 さ ５ ｍ ｍ 、 打 ち 込 み 本 数 １ ０ ０ 本 ／ ｃ ｍ
２ の ニ ー ド ル パ ン チ 処 理 を 施 し 、 次 い で 熱 処 理 機 （ ホ ッ ト エ ア ー ス ル ー 方 式 ） で １ ６ ０ ℃
、 処 理 速 度 ２ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ で １ ８ ０ 秒 間 処 理 し て フ ェ ル ト 状 不 織 布 を 得 た 。 次 い で 、 該 不 織
布 を ２ ５ ｍ ｍ 角 に 裁 断 し て 本 発 明 の 動 物 飼 育 用 キ ュ ー ブ 製 品 を 得 た 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
比 較 例 １
繊 度 ７ ． ８ デ シ テ ッ ク ス （ ｄ Ｔ ｅ ｘ ） 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の ポ リ エ ス テ ル 繊 維 （ 融 点 ： ２ ６
０ ℃ ） ７ ０ 重 量 ％ 、 繊 度 ４ ． ４ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の ポ リ エ ス テ ル ／ 低 融 点 ポ
リ エ ス テ ル 複 合 繊 維 （ 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル の 融 点 ： １ １ ０ ℃ ） ３ ０ 重 量 ％ を 均 一 に 混 合 し
、 次 い で 、 カ ー デ ィ ン グ し て 目 付 ６ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２ の 繊 維 層 と し 、 引 き 続 き 、 表 面 側 に 針 深
さ ５ ｍ ｍ 、 打 ち 込 み 本 数 １ ０ ０ 本 ／ ｃ ｍ ２ 、 裏 面 側 に 同 様 に 針 深 さ ５ ｍ ｍ 、 打 ち 込 み 本 数
１ ０ ０ 本 ／ ｃ ｍ ２ の ニ ー ド ル パ ン チ 処 理 を 施 し 、 次 い で 熱 処 理 機 （ ホ ッ ト エ ア ー ス ル ー 方
式 ） で １ ６ ０ ℃ 、 処 理 速 度 ２ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ で １ ８ ０ 秒 間 処 理 し て フ ェ ル ト 状 不 織 布 を 得 た 。
次 い で 、 該 不 織 布 を ２ ５ ｍ ｍ 角 に 裁 断 し て 比 較 の 動 物 飼 育 用 キ ュ ー ブ 製 品 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
比 較 例 ２
繊 度 ７ ． ８ デ シ テ ッ ク ス （ ｄ Ｔ ｅ ｘ ） 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の ポ リ エ ス テ ル 繊 維 （ 融 点 ： ２ ６
０ ℃ ） ５ ０ 重 量 ％ 、 繊 度 ７ ． ８ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の レ イ ヨ ン 繊 維 ３ ０ 重 量 ％
と 、 繊 度 ４ ． ４ デ シ テ ッ ク ス 、 繊 維 長 ５ １ ｍ ｍ の ポ リ エ ス テ ル ／ 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル 複 合
繊 維 （ 低 融 点 ポ リ エ ス テ ル 融 点 ： １ １ ０ ℃ ） ２ ０ 重 量 ％ を 均 一 に 混 合 し 、 次 い で 、 カ ー デ
ィ ン グ し て 目 付 ６ ８ ０ ｇ ／ ｍ ２ の 繊 維 層 と し 、 引 き 続 き 、 表 面 側 に 針 深 さ ５ ｍ ｍ 、 打 ち 込
み 本 数 １ ０ ０ 本 ／ ｃ ｍ ２ 、 裏 面 側 に 同 様 に 針 深 さ ５ ｍ ｍ 、 打 ち 込 み 本 数 １ ０ ０ 本 ／ ｃ ｍ ２

の ニ ー ド ル パ ン チ 処 理 を 施 し 、 次 い で 熱 処 理 機 （ ホ ッ ト エ ア ー ス ル ー 方 式 ） で １ ６ ０ ℃ 、
処 理 速 度 ２ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ で １ ８ ０ 秒 間 処 理 し て フ ェ ル ト 状 不 織 布 を 得 た 。 次 い で 、 該 不 織 布
を ２ ５ ｍ ｍ 角 に 裁 断 し て 比 較 動 物 飼 育 用 キ ュ ー ブ 製 品 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
上 記 実 施 例 及 び 比 較 例 に よ り 得 ら れ た 各 キ ュ ー ブ 製 品 の 性 能 に つ い て 夫 々 、 対 比 し た と こ
ろ 、 下 記 表 １ の 如 き 結 果 を 得 た 。
表 中 の 目 付 ， 厚 さ ， 垂 直 剥 離 強 力 ， 吸 水 速 度 ， 洗 濯 性 判 定 は 夫 々 、 下 記 に 従 っ た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
目 付 量 ； Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｌ １ ９ ０ ６ の ５ ． ２ 記 載 の 方 法 に 準 拠 し て 求 め た 。
厚 さ 　 ； Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｌ １ ９ ０ ６ の ５ ． １ 記 載 の 方 法 に 従 っ て 荷 重 ２ Ｋ Ｐ ａ で 測 定 し た 。
垂 直 剥 離 強 力 ； 試 験 片 を ５ ｃ ｍ 角 に カ ッ ト し た 後 、 両 面 に 両 面 テ ー プ を 貼 り 、 テ ン シ ロ ン
引 張 り 試 験 機 に て 、 垂 直 方 向 に ２ ０ ０ ｍ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ の ス ピ ー ド で 引 っ 張 り 最 大 点 を 測 定 し
、 そ の 平 均 値 で 表 す 、 （ 整 数 位 ま で ） ｎ ＝ ３
吸 水 高 さ ； Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｌ １ ９ ０ ６ の ６ ． １ ２ 　 １ Ｂ 法 （ バ イ レ ッ ク 法 ） 記 載 の 方 法 に 準 拠 し
て 求 め た 。
（ ａ ） 標 準 状 態 の 水 に 試 験 片 の 下 端 が ３ ｃ ｍ つ か る 様 に す る 。
（ ｂ ） ５ 分 間 の 上 昇 高 さ を 測 定 す る 。
（ ｃ ） タ テ ｎ ＝ ３ の 平 均
洗 濯 試 験 ； 動 物 の 排 泄 物 を 想 定 し て 下 記 の も の を 作 成 し た 。
（ ａ ） ２ ５ × ２ ５ × ｈ （ ｍ ｍ ３ ） の 試 料 片 １ ０ ケ を 無 作 為 に サ ン プ リ ン グ す る 。
（ ｂ ） ４ ％ ア ン モ ニ ア 水 に 赤 土 を １ ０ ｇ ／ リ ッ ト ル 分 散 し た 溶 液 （ Ａ ）
（ ｃ ） 試 料 片 （ １ ０ ケ ） を 溶 液 （ Ａ ） に ３ ０ 秒 間 浸 漬 す る 。
）
（ ｄ ） 含 浸 試 料 を 一 昼 夜 静 置 す る 。
（ ｅ ） 含 浸 試 料 を 水 荒 い し 、 先 端 ネ ッ ト に 入 れ て （ 蒸 気 ＋ 温 水 ） に て １ ５ 分 洗 浄 す る 。
（ ｆ ） 洗 浄 試 料 を 脱 水 後 、 乾 燥 す る （ １ ０ ０ ℃ × ６ ０ ｍ ｉ ｎ ） 。
（ ｇ ） 試 料 の 形 態 判 定 を す る 。 形 態 の 崩 れ が な け れ ば （ ｃ ） → （ ｆ ） を 繰 り 返 す 。
（ ｈ ） 洗 濯 判 定 　 洗 濯 ５ 回 の 状 態 を 下 記 に 分 類 し た 。
◎ 　 １ ０ 個 の キ ュ ー ブ の う ち 、 全 部 ダ メ ー ジ な し 。
○ 　 １ ０ 個 の キ ュ ー ブ の う ち 、 ９ か ら ７ 個 は ダ メ ー ジ な し 。
△ 　 １ ０ 個 の キ ュ ー ブ の う ち 、 ６ か ら ４ 個 は ダ メ ー ジ な し 。
× 　 １ ０ 個 の キ ュ ー ブ の う ち 、 ３ 個 以 下 ダ メ ー ジ な し 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ０ 】
上 記 表 よ り 本 発 明 に よ る キ ュ ー ブ 製 品 は 比 較 例 の キ ュ ー ブ 製 品 に 比 し 、 吸 水 速 度 に 優 れ 、
吸 収 性 能 良 好 で あ る と 共 に 、 洗 濯 性 に お い て も 良 好 で あ り 、 キ ュ ー ブ 製 品 と し て 充 分 、 使
用 に 好 適 で あ る こ と が 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 以 上 の よ う に 高 融 点 繊 維 と 、 熱 融 着 製 繊 維 及 び 親 水 性 繊 維 を 夫 々 、 所 定 の 比 率 で
混 繊 し て 構 成 し 、 垂 直 剥 離 強 力 を １ ． ２ Ｎ ／ ｃ ｍ ２ 以 上 と し た 不 織 布 を 用 い 、 所 要 形 状 に
裁 断 し た 動 物 飼 育 用 キ ュ ー ブ で あ り 、 親 水 性 繊 維 を 混 繊 し た こ と に よ り 所 要 の 吸 水 速 度 を
得 て 、 濡 れ の 十 分 な 効 果 が 得 ら れ る と 共 に 、 熱 融 着 性 繊 維 を 混 入 す る こ と に よ り 、 ニ ー ド
ル パ ン チ に よ る 繊 維 の 交 絡 状 態 を 熱 融 着 性 繊 維 の 融 解 接 着 に よ り 安 定 さ せ て 、 １ ． ２ Ｎ ／
ｃ ｍ ２ 以 上 の 垂 直 剥 離 強 力 と 相 俟 っ て 形 態 安 定 性 を 高 め 、 水 切 り を よ く し て 洗 濯 性 を 向 上
さ せ て 排 泄 物 を 速 や か に 吸 収 し 、 か つ 使 用 後 に １ ０ ０ ℃ の 蒸 気 に 耐 え て １ ２ 回 の 洗 浄 が で
き 、 洗 浄 ， 乾 燥 に よ り 十 分 、 再 使 用 可 能 で あ る 顕 著 な 効 果 を 有 す る 。
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